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 『ＥＳＤ授業づくり研修会（第 2 回）』               

～ＥＳＤで学校を変える！ ポストコロナのＥＳＤ、ＳＤＧｓ～ 

  

10 月 3 日（土）、愛媛大学教育学部 1 号館において行わ

れました『ＥＳＤ授業づくり研修会』に参加してきました

ので、その研修会で学んだことを共有したいと思います。 

今回の研修会は、日本ＥＳＤ学会副会長（江東区八名川

小学校前校長）である手島利夫先生を招聘して行われまし

た。手島先生は、東京都の公立小学校の校長先生として、

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）を学校全体で推進

し改革してきたＥＳＤ実践者であり、ＥＳＤカレンダーの

生みの親です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここにある『カリキュラム・マネジメント』とは、学校の教育目標の実現に向けて、子どもや地域

の実態を踏まえ、教育課程（カリキュラム）を編成【Plan】→実施【Do】→評価【Check】→改

善【Action】という一連の PDCA サイクルを計画的・組織的に推進していくことです。また、そ

のための条件づくりや整備のことでもあります。 

  身に付けた知識や情報の活用、問題の発見とその解決の能力を高め、グローバル化・情報化が進

みながら、激しく変化する社会（世界の条件は日々変わり、決まった正解のない社会）に対応でき

る資質を身に付けるためには、どのような教育が必要だと思いますか？ 
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（その１） カリキュラム・マネジメントって何？ 



 

 

 変化の著しい現代社会に取り巻く様々な問題について、しなやかに対応し、たくましく解決への

道を切り拓く資質を育てるためには、教科を横断した学習が欠かせません。各教科等で学んだこと

を総合力として適切に活用し、多様な人々と協働しながら持続可能な社会の創り手を育成すること

が大切です。この考え方は、ESD そのものです。そして、その教科横断的な学びに絶好の場があ

ります。『総合的な学習の時間』です。まさに、各教科で学んだことを総合的に活用し、探究的・

問題解決的な学びをするための絶好の時間であることは間違いありません。 

 手島先生はこの時間を進めるにあたり、『こどもの学びに火をつける』ことが大切であり、次の

３つのステップを意識すべきだと言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度『地域とともにある学校づくり』 

推進フォーラム in 愛媛 （11 月５日） 

 

大会テーマを『これからの学校づくりと地域づく

り～「社会に開かれた教育課程」から～』と掲げ、

文部科学省、愛媛大学教育学部、愛媛大学教職大学

院の主催により開催されました。当初は、松山市に

おいて、参集型フォーラムとして実施する予定でし

たが、新型コロナウイルス感染症の影響により、デ

ジタルフォーラム（限定公開）の形態で開催するこ

ととなりました。事例発表では、新居浜市立泉川小

学校の髙橋美鈴校長先生が『「大好き泉川」地域協創

への挑戦～社会に開かれた教育課程の実現～』とい

うテーマですばらしい発表をされました。 

フォーラムの様子は、11 月 5 日（木）から約 1

か月間、自由に視聴できますが、参加登録が必要と

なります。視聴ご希望の方は、『学びの未来』で検索

し、メルマガへのご登録（無料）をお願いします。 

（その２） カリキュラム・マネジメントの必要性とは？ 
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